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　ふたば保育園の園児がひとり暮らし高齢
者に、交通事故防止の願いを込めた手づく
りの年賀状を作りました。（12月11日）

■表紙写真
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小学校クロスカントリースキー大会

大石田町

村
岡
藤
弥
町
長
よ
り

　
　
町
民
の
み
な
さ
ま
へ

入
札
制
度
の
問
題
点
を
あ
ら
た
め
て
精
査
し

信
頼
の
回
復
に
努
め
ま
す

　

去
る
12
月
3
日
に
、
前
副
町
長
が
町
発
注
の
工
事
に
関
す
る
加
重
収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
件
の
詳
細
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
に
な
り
、
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
は
公
共
工
事
の
発
注
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
界
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
公
正
な
入
札
制
度
の
確
立
に
向
け
て
努
力
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

回
の
事
件
発
生
に
よ
り
、
町
の
入
札
制
度
に
は
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
も
の
と
厳
し
く

反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
事
件
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
を
精
査
し
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
対
策
を
講
じ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
そ
し
て
、

町
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
含
め
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
長
と
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

1 月４日　　新春祝賀会
2 月 2 日　　小学校クロスカントリースキー大会
2 月 9 日　　大石田町雪灯ろう街道
2 月 23 日・24 日　涌谷町中学生「雪国体験ツアー」
3 月３日　　消防団出初式 
4 月 2 日・3 日　大石田ひなまつり
4 月 19 日　町政懇話会
4 月 28 日　スイカオーナー定植イベント
4 月 29 日　春季消防大演習
5 月 23 日　小学校陸上競技大会
5 月 26 日　最上川ふれあいマラソン大会
6 月２日　　壮年ソフトボール大会
6 月 9 日　　トムソーヤの　冒険 in 最上川
6 月 30 日　ソフトバレーボール大会
7 月 18 日　老人クラブ連合会主催
　　　　　　グラウンドゴルフ大会
7 月 20 日　トムソーヤの冒険 in 田沢沼
7 月 27 日・28 日　スイカオーナー収穫イベント
8 月３日　　町立図書館夏休み企画　
　　　　　　ナイトライブラリー
8 月 11 ～ 13 日　第 65 回地区親善野球大会
　　　　　　　　優勝　坂ノ上・下宿・上宿チーム
8 月 15 日　成人式
　　　　　　大石田まつり「維新祭」
8 月 16 日　大石田まつり「最上川花火大会」
8 月 29 日　消防署大石田分署建築工事安全祈願祭
8 月 30 日　町ゲートボール大会
9 月２日　　我が家自慢のぺそら漬コンテスト
9 月 13 日　老人クラブ体育レクリエーション大会
9 月 29 日　町内一周駅伝競走大会　
　　　　　　大石田北 A チームが４連覇
10 月 ５ 日　赤い羽根共同募金
　　　　　　オープニングセレモニー
10 月 13 日　大石田中学校創立 10 周年記念式典
10 月 14 日　スポーツレクリエーションフェスティバル
10 月 20 日　町防災訓練
10 月 20 日　キッズタウン大石田
10 月 25 日　金婚祝賀記念式典
10 月 26 日・27 日　新そばまつり　
11 月 3 日　大石田町長選挙・町議会議員選挙
11 月 4 日　町芸術祭「歌と踊りの合同公演」
11 月 10 日　町民武道大会

2019 年（平成 31年／令和元年）
の主な出来事

こ 1

春季消防大演習

新そばまつり

スイカオーナー収穫イベント

大石田まつり
維新祭

地区対抗親善野球大会

雪灯ろうイベント

最上川ふれあいマラソン大会

町内一周駅伝競走大会

大石田ひなまつり

成人式

大石田まつり
最上川花火大会

トムソーヤの冒険in最上川

芸術祭「歌と踊りの合同公演」

スポーツレクリエーションフェスティバル

涌谷町中学生
「雪国体験ツアー」

広報おおいしだ　１.１23

　本年も町民の皆さまのご協力により様々な行事
を開催することができました。大変ありがとうご
ざいました。
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思
い
入
れ
の
あ
る
シ
ー
ン
を
ひ
と
つ
だ
け

挙
げ
る
と
す
れ
ば
、花
火
の
シ
ー
ン
で
す
。

　

川
の
向
こ
う
か
ら
あ
れ
だ
け
大
き
な
花

火
が
上
が
る
と
い
う
の
は
、僕
は
ほ
か
に
知

ら
な
い
で
す
ね
。そ
れ
だ
け
に
、こ
う
い
う
絵

を
撮
り
た
い
と
い
う
の
が
明
確
に
あ
っ
た
の

で
す
が
、年
に一度
の
花
火
大
会
で
撮
り
た
い

花
火
は
３
発
か
４
発
、賭
け
に
近
い
撮
影
で

し
た
。あ
の
よ
う
な
花
火
は
、ほ
か
の
ど
ん
な

映
画
で
も
描
け
な
か
っ
た
花
火
、誰
も
観
た

こ
と
が
な
い
花
火
だ
と
思
い
ま
す
。

　

贅
沢
な
こ
と
を
言
わ
せ
て
も
ら
え
れ
ば

…
大
石
田
町
の
方
に
は
、劇
場
に
２
回
、理

想
を
言
え
ば
３
回
来
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
と
人
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。「
あ
の

お
ば
ち
ゃ
ん
映
って
い
る
」、「
あ
、あ
そ
こ
だ
」

み
た
い
な
感
じ
に
１
回
目
は
な
か
な
か
集
中

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、２
回
、３
回

と
観
て
、物
語
に
入
り
込
ん
で
も
ら
い
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
誰
も
観
た
こ
と
が
な
い

　
　花
火
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た

　

そ
ば
が
本
当
に
お
い
し
い
。初
め
て
大
石
田
の
そ
ば
を
食
べ

た
と
き
、こ
れ
が
本
物
の
板
そ
ば
な
ん
だ
、と
感
じ
ま
し
た
。

元
々
は
家
庭
で
お
母
さ
ん
た
ち
が
、客
を
も
て
な
す
た
め
の
手

打
ち
そ
ば
と
い
う
文
化
や
、そ
れ
が
発
展
し
て
居
間
に
上
が
り

込
む
よ
う
な
蕎
麦
屋
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
歴
史
も
魅
力

的
で
し
た
。

　

美
術
監
督
の
部
谷
京
子
さ
ん
が
、町
に
溶
け
込
む
蕎
麦
屋

の
セ
ッ
ト「
そ
ば
処
ゆ
ら
」を
作
って
く
れ
て
、実
際
に
撮
影
し
て

い
る
と
き
に
町
の
方
が「
今
、

営
業
し
て
ま
す
か
？
」な
ん

て
入
っ
て
き
た
こ
と
も
何
度

か
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
に
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
って

い
ま
す
が
、不
思
議
と
大
石

田
の
方
は
カ
メ
ラ
の
前
で
自

然
体
な
ん
で
す
よ
。エ
キ
ス
ト

ラ
で
N
G
が
出
る
こ
と
は一度

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
大
石
田
町
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画

「
コ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
／
優
し
い
共
犯
」が
い
よ
い
よ
、来
年

１
月
17
日
に
全
国
で
劇
場
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

映
画
に
は
最
上
川
沿
い
の
風
景
、真
っ
白
な
花
が
咲
く

そ
ば
畑
、ま
つ
り
、花
火
、黄
金
色
の
田
ん
ぼ
な
ど
、夏
か
ら

秋
に
か
け
て
の
大
石
田
の
風
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
技
能
実
習
生
と
し
て
来
日
し
た
も

の
の
職
場
か
ら
逃
げ
出
し
、他
人
に
な

り
す
ま
し
て
働
き
に
来
た
中
国
人
青

年
と
、彼
を
受
け
入
れ
る
孤
独
な
蕎

麦
職
人
。嘘
の
上
に
絆
を
強
め
る
二

人
を
待
つ
も
の
と
は
―
―
？

　　

短
編
映
画
が
世
界
の
映
画
祭
で
高
い

評
価
を
受
け
て
き
た
近
浦
啓
監
督
の

長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
。中
国
人
俳
優
ル
ー・

ユ
ー
ラ
イ
さ
ん
、日
本
を
代
表
す
る
俳

優
・
藤
竜
也
さ
ん
が
主
演
を
つ
と
め
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ス
ペ
ン
ス
で
す
。今
作
品
も

す
で
に
、ト
ロ
ン
ト
国
際
映
画
祭
を
は

じ
め
各
国
の
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
、高

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

撮
影
は
、大
石
田
町
を
中
心
に
県
内

各
地
の
ほ
か
、東
京
や
中
国
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

近
浦
監
督
は
、作
品
と
し
て
価
値
あ

る
も
の
が
作
れ
た
こ
と
、そ
の
中
に
結

果
と
し
て
、大
石
田
町
が
P
R
し
た
い

も
の
を
た
く
さ
ん
詰
め
込
む
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
う
れ
し
い
と
語
り
ま
す
。

映
画
の
封
切
り
は
来
年
１
月
で
す
。

　

ぜ
ひ
劇
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
石
田
町
は
非
常
に
シ
ネ
マ
テ
ィ
ッ

ク
、映
画
的
で
、大
画
面
で
見
た
い
と
思

わ
せ
る
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
だ
な

と
思
って
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
の
前
に
、冬
の
大
石
田
で

「
な
ご
り
柿
」と
い
う
短
い
映
画
を
撮
っ

て
い
ま
す
。そ
の
際
に
は
雪
景
色
の
中

の
白
い
雪
と
朱
色
の
柿
が
非
常
に
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
で
、そ
れ
が
映
画
を
撮
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
で
す
が
、今
回
の
映
画

で
言
え
ば
最
上
川
沿
い
の
新
緑
、一
面

真
っ
白
な
花
が
咲
く
そ
ば
畑
、黄
金
色

に
輝
く
秋
の
田
ん
ぼ
…
こ
ん
な
景
色
の

中
で
暮
ら
せ
る
って
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。そ
れ
か
ら
、そ
ば
が
お
い
し
く
て
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
強
く
て
優
し
く

て
し
な
や
か
で
や
わ
ら
か
で
…
長
編
映

画
を
撮
る
と
き
も
、ぜ
ひ
こ
の
町
で
と

思
って
い
ま
し
た
。

一軒家を貸し切った「そば処ゆら」のセッ
ト。撮影には多くの町民がお客さん役で
参加しました。

映画情報「コンプリシティ／優しい共犯」２０２０年１月１７日から
県内４映画館で上映！

近浦　啓　監督 インタビュー

そば打ち指導を受ける主演の藤竜也さん。
撮影の２週間前に大石田に入り、大石田
そば道楽の会の阿部榮さんと小玉進さん
が指導にあたり、猛特訓を重ねました。

出演：ルー・ユーライ、藤竜也、
　　　赤坂沙世、松本紀保
監督・脚本・編集：近浦啓
　　　2018年／116分／カラー／日本＝中国／
　　　5.1ch／アメリカン・ビスタ
製作：クレイテプス　Mystigri Pictures

大
石
田
町
ロ
ケ
映
画

「
コ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
／
優
し
い
共
犯
」

い
よ
い
よ
劇
場
公
開
　

フォーラム山形　 　フォーラム東根
イオンシネマ天童 　鶴岡まちなかキネマ

大
画
面
で
見
た
い
景
色
が

　
　
　
　
た
く
さ
ん
あ
る
町

魅
力
的
な
大
石
田
の
そ
ば
文
化

映
画
「
な
ご
り
柿
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン
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尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛
生
事
業
組
合

平
成
30
年
度
　決
算
報
告

《損益計算書》

《貸借対照表》

公共下水道事業特別会計

大石田町職員の給与・
　定員管理等のあらまし

尾花沢市特定環境保全
公共下水道事業特別会計

水道事業会計

公営企業経営健全化に係る資金不足比率について

■尾花沢市大石田町環境衛生事業組合　管理課　℡23-2161■総務課 総務グループ　℡35-2111（内線213）

参考
1. 当組合の水道事業会計及び公共下水道事業特別会計並びに尾花沢市特定 
　環境保全公共下水道事業特別会計については、資金不足額がないため資金
　不足比率は算定されませんので「―」と記載しています。
2. 資金不足比率が、経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を
　定めなければなりませんが、当組合の水道事業会計及び公共下水道事業特
　別会計並びに尾花沢市特定環境保全公共下水道事業特別会計については、
　これを下回っています。

特別会計の名称 平成30年度
資金不足比率 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 ― 20.0%
公共下水道事業特別会計 ― 20.0%
尾花沢市特定環境保全
公共下水道事業特別会計 ― 20.0%

収　益 金　額 費　用 金　額
営 業 収 益 4億 3,789万円 営 業 費 用 3億 5,906万円
営業外収益 4,980万円 営業外費用 2,445万円

収 益 合 計 4億 8,769万円
費 用 合 計 3億 8,351万円

当年度純利益 1億 418万円

歳入区分 金　額
分担金及び負担金 2億 2,215 万円
使用料及び手数料 1億 4,042 万円
国 庫 支 出 金 4,322万円
繰 越 金 1,406万円
諸 収 入 266万円
組 合 債 2億 4,960 万円
合　　　　　　 計 6億 7,211 万円

歳入区分 金　額
分担金及び負担金 4,274万円
使用料及び手数料 990万円
繰 越 金 220万円
諸 収 入 3万円
組 合 債 1,150万円
合 計 6,637万円

■人件費の状況（平成30年度普通会計決算）
住民基本台帳
平成30年度末 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費率

（B/A）
29年度の
人件費率

7,068 人 5,318,217 千円 200,982 千円 855,756 千円 16.1％ 14.5％
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などが含まれています。

■職員給与の状況（平成30年度普通会計決算）
職員数
（A）

給　　　　　　与　　　　　　費 1人当たりの
給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

95人 363,856 千円 50,514 千円 142,558 千円 556,928 千円 5,862 千円
※退職手当は含みません。
※職員数は、平成30年 4月 1日現在の人数です。

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 ( 平成 31年 4月 1日現在 )

区　分
大　石　田　町 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 314,900 円 41.3 歳 329,433 円 43.4 歳
技能労務職 332,200 円 46.2 歳 287,312 円 50.9 歳

※当町の技能労務職員は、自動車運転手、用務員、調理師などです。

■退職手当（平成31年 4月 1日現在）

区　分
支　給　率 その他の

加算措置
１人当たり
平均支給額勤続20年 勤続 25年 勤続 35年 最高限度額

自己都合 19.670
月分

28.040
月分

39.758
月分

47.71
月分

定年前早期
退職特例措
置2～45％
加算

―

勧奨 ･定年 24.58688
月分

33.2708
月分

47.71
月分

47.71
月分

21.964
千円

※支給率、その他の加算措置は国と同じです。
※1人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員分の平均額です。

■部門別職員数（平成31年 4月 1日現在）

区　分
職員数 ( 人 ) 対前年

増減数
( 人 )

主な増減理由
Ｈ30年 R元年

一　

般　

行　

政　

部　

門

議会 2 2

総務 26 26

税務 7 7

農水 6 6

商工 3 3

土木 6 6

民生 20 21 1 保育園の健診業務や一般事務に係るスタッフ充実による職員増

衛生 6 6

小計 76 77 1
特
別
行
政

部　
　

門

教育 19 19

部門 19 19
公
営
企
業
等

会
計
部
門

その他 6 6

小計 6 6

合　計 101
(132)

102
(132) 1

※職員数は一般職に属する職員数です。
※（　）内は条例定数の合計です。

■年齢別職員構成の状況（平成31年 4月 1日現在）

区分 20歳
未満

20歳

～

23 歳

24歳

～

27 歳

28歳

～

31 歳

32歳

～

35 歳

36歳

～

39 歳

40歳

～

43 歳

44歳

～

47 歳

48歳

～

51 歳

52歳

～

55 歳

56歳

～

59 歳

60歳
以上 計

職員数（人） 2 3 9 6 9 14 11 15 10 11 11 1 102

■特別職の報酬等の状況（平成31年 4月 1日現在）

区　分
給　　　　　料　 報　　　　　　酬

町　長 副町長 議　長 副議長 議　員

月　額 820,000 円 635,000 円 310,000 円 255,000 円 240,000 円

実支給額 656,000 円 571,500 円 310,000 円 255,000 円 240,000 円

期末手当 給与月額に40％を加算して
3.1 月分

報酬月額に40％を加算して
3.1 月分

■時間外勤務手当（普通会計分）

平成29年度
支　　給　　総　　額 30,698 千円

支給対象職員1人当たり支給年額 324千円

平成30年度
支　　給　　総　　額 22,230 千円

支給対象職員1人当たり支給年額 239千円

■その他の手当（平成31年 4月 1日現在）
区分 扶　養　手　当 住居手当 通勤手当

内　容

配偶者6,500円
子 5,000 円（満 16歳の年
度初めから満22歳の年度末
までの子は5,000円加算）
父母等6,500円

借家
限度額
　27,000 円

交通機関利用
限度額
　　55,000 円
交通用具使用
限度額
　　23,500 円

■職員の初任給の状況（平成31年 4月 1日現在）

区　　　　　分
大　　　石　　　田　　　町

初　　任　　給 採用2年経過日
の給料月額

一般行政職
大学卒 185,100 円 198,300 円
高校卒 152,300 円 162,300 円

技能労務職
高校卒 150,800 円 160,700 円
中学卒 128,300 円 140,300 円

■職員の経験年数別 ･学歴別平均給料月額の状況（平成31年 4月 1日現在）
区　　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 284,200 円 319,600 円 340,000 円
高校卒 238,100 円 301,300 円 331,000 円

技能労務職
高校卒 240,000 円 334,400 円 ―　円
中学卒 ―　円 ―　円 335,100 円

歳出区分 金　額
公共下水道事業費 3億 3,955 万円
特 定 環 境 保 全
公共下水道事業費 897万円

公 債 費 3億 1,448 万円
合 計 6億 6,300 万円

歳出区分 金　額
尾花沢市特定環境保全
公共下水道事業費 2,925万円

公 債 費 3,453万円
合 計 6,378万円

資　産 金　額 負債・資本 金　額

固 定 資 産 49億 7,960 万円
固 定 負 債 12億 3,281 万円
流 動 負 債 1億 1,881万円
繰 延 収 益 8億 4,783万円

流 動 資 産 5億 6,890万円 資 本 金 27億 6,924 万円
剰 余 金 5億 7,981万円

資 産 合 計 55億 4,850 万円 負債・資本合計 55億 4,850 万円

　大石田町職員の給与・定員管理等の状況について、
広く町民の皆さんに理解していただくため、その概
要をお知らせします。
　町職員の給与は人事院勧告に準じ、町議会での
審議を経て、条例で定めることとなっています。

■一般行政職の級別職員数（平成31年 4月 1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

合計標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主査

主任
主査
主任 主幹 課長

職員数 15人 14人 28人 16人 9人 9人 91人

構成比 16.5％ 15.4％ 30.7％ 17.6％ 9.9％ 9.9％ 100％

※大石田町の給与条例に基づく給与表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

■期末・勤勉手当（平成31年 4月 1日現在）
区　　分 大　石　田　町 国

期　末　手　当 2.55 月分 2.60 月分
勤　勉　手　当 1.85 月分 1.90 月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。
　町は役職加算5～ 15％、国は役職加算5～ 20％・管理職加算10～ 25％

　

一 般 会 計

1.　議会費 
70 万円 (0.1%)

計　5億 8,059 万円
《歳出》

2.　総務費
2,811 万円 (4.8%)

3.　事業費
5 億 2,521 万円 (90.5%)

3.　国庫支出金
39万円 (0.1%)

4.　公債費
2,657 万円 (4.6%)

5.　繰越金
1,350 万円 (2.3%)

計　5億 9,192 万円
《歳入》

6. 　諸収入
901万円 (1.5%)

1.　分担金及び負担金 
4 億 7,359 万円 (80.0%)

2.　使用料及び手数料
9,541 万円 (16.0%)

4. 　財産収入
2万円 (0.1%)
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どもたちに職人の町・大石田の歴史と文化に触れても
らおうと、左官の技術に触れる体験教室が11月21日

(木)、22日(金)の2日間、大石田小学校で行われ、6年生児童
が鏝

こて

絵の技術を体験しました。
　体験教室は「現代の名工」に選ばれている伊藤富夫さん
(東町)が講師となり、子どもたちは伊藤さんのアドバイスのも
と、来年の干支・ねずみを石膏でかたどって塗料で着色しまし
た。さらに子どもたちは、それぞれの作品を「中学生になった
ら部活をがんばる」などと来年の目標を書いた色紙に張り付
けて、自分だけの鏝絵作品を完成させていました。

育てぴょんぴょんフォーラムin大石田が11月
17日（日）に虹のプラザ中会議室で開催され

ました。これは子育てサークル「小さなおもちゃばこ
の会」（吾妻満代表）が主催して毎年行われています。
　フォーラムでは、「てんたん人形劇」による子ども
の想像力をかき立てる作りこみすぎない人形劇の上演
と子どもたちが演じるワークショップが行われたほか、
児童書作家の杉山亮さんによる「ものがたりライブ」
などが行われ、町内外から参加した親子が人形劇に参
加したり、お話を聞いたりして存分に楽しんでいまし
た。

の 交 通 安 全 県 民 運 動 の 一 環として12月６日
（金）と9日（月）に飲酒運転の撲滅を呼びかけ

る飲食店訪問が行われました。これは尾花沢地区交通
安全協会と安全運転管理者協議会が毎年この時期に
実施しているもので、店主らに啓発用のポケットティッ
シュなどを配り、飲酒せずに運転する人をあらかじめ
決めておくハンドルキーパー運動の徹底などを呼びか
けました。
　年末年始はお酒を飲む機会が特に多くなる時期です。
「飲んだら乗らない」、「乗るなら飲まない」を家族や
周囲の方と呼びかけあって、飲酒運転は絶対にしない
よう徹底しましょう。

に移住者を呼び込もうと11月23日(土)に東
京都内で町独自の移住相談会「出張！大石

田町移住相談会」が開催されました。
　相談会では町の移住支援策の説明が行われたほか、
町で就農した元アスリートの丹野朝香さんが新規就
農について語り、地域おこし協力隊の香坂明さんが
田舎での暮らしと雪国での暮らしについて体験談を
語りました。このほか大石田の特産品が当たるビン
ゴゲームが行われたほか、企業紹介や新規就農など、
個別のテーマに関する相談ブースも設けられ、訪れ
た方が熱心に話を聞いていました。

域防災について学ぶ社会福祉協議会主催の防災講座
「山形県の活断層と地震活動～山形盆地北部地域につ

いて」が11月28日(木)に、虹のプラザ中会議室で開催されま
した。
　講座では地質学の専門家である山形大学の本山功准教授が約
70人の参加者に向けて、町内でドローンを使った調査の結果
などを示し、大石田町を縦断する山形盆地断層帯北部が活動し
た場合にどのような影響が及ぶのかを説明しました。また、こ
の断層帯の活動で想定されている地震の規模が、阪神淡路大震
災や熊本地震などと似ていることを指摘して「無関心が被害の
拡大を招く」として、家具の固定など小さなことから地震への
用心を高めていってほしいと訴えました。

絶対やめよう！飲酒運転

冬

ニュース 玉 手 箱
地震への用心しっかりと

都内で移住相談会を開催

親子で楽しむ子育てフォーラム職人の町の「鏝
こて

絵」技術学ぶ

パラスポーツを体験
ラスポーツを体験するイベント「ふたばパラリンピック」
が11月16日（土）にふたば児童センターで開催され、児

童クラブに通う子どもたちが、パラスポーツを楽しみながらバ
リアフリーについて考えました。
　イベントには町身体障がい者福祉会（長瀬敏雄会長）の会員
も参加して、ボッチャやゴールボール、目隠しリレーなどの競技
を楽しみました。このうちゴールボールは、視覚に障害のある
人のために考えられたスポーツで、子どもたちは目隠しをして、
中に鈴が入ったボールを互いのゴールに向かって投げ合って
いました。また会場には、子どもたちが行った地域のバリアフ
リー状況についての調査結果が掲示されました。

子

パ町

子

 地
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然薯の収穫体験が大石田南小学校で11月18日
（月）に行われました。南小では毎年、大石田

町新作物開発研究会（海藤明会長）の協力により６年生
児童が春に種芋植え、秋に収穫体験を行っています。
　収穫体験は研究会メンバーのほか、苗を提供し、自然
薯を使った料理を開発している村山産業高校農業部の生
徒も参加して、研究会が管理する学校わきの畑で行われ
ました。児童は研究会や高校生の指導のもと、土を掘り
起こして長いもので１メートルほどに成長した自然薯を
次々に引き抜き、収穫を喜びました。学校では研究会の
メンバーを招いた収穫感謝祭を開き、自然薯料理を楽し
みました。

知症サポーター養成講座が大石田中学校で１年
生を対象に１1月28日（木）に行われました。こ

れは生徒たちに認知症について理解を深め、地域や家
庭において認知症の人を温かく見守ってもらうことを
目的に町と地域包括支援センターが開いたものです。
　講座では地域包括支援センターの関智恵子さんが
認知症は脳の病気であることや単なる物忘れと認知症
の違い、認知症の症状を説明しました。その後、生徒
が認知症の高齢者とその家族の役に分かれてロールプ
レイングが行われ、認知症の方への接し方について理
解を深めていました。

支の木目込み人形を作る「きらめき女性セミ
ナー」が11月16日（土）に虹のプラザ小会議室

で開催され町内の女性7人が参加しました。このセミ
ナーはモノづくりを体験しながら参加者同士の交流を楽
しんでもらおうと毎年この時期に行われているものです。
　参加者は講師の吉田弘美さん（東町）指導のもと、霧
の粉を固めて作った型に色鮮やかな布を押し当てて飾り
付ける木目込み人形の手法で、来年の干支・ねずみの人
形作りを楽しみました。参加者らは会話を弾ませながら、
赤や金色の布を用いて華やかでかわいらしい人形を作っ
ていました。

とお金の大切さについて学ぶ税金教室が各小学
校で開催されました。

　これは町役場町民税務課職員が講師となって毎年開か
れているもので、子どもたちが実感する機会のない税金
について知ってもらうため、買い物した際の消費税、
あったまりランド深堀を利用した際の入湯税など身近な
事柄を例に出して様々な税金やその使い道について説明
しました。また、1億円のサンプルを持って重さを体感
してもらうコーナーもあり、子どもたちはお金と税金の
大切さを学びました。このほか大石田中学校では、ふる
さと納税をテーマにした税金教室が行われました。

正しく知ろう認知症

認

ニュース 玉 手 箱
税金とお金の大切さ学ぶ

干支人形作りで交流

長～い自然薯採れました高齢者に手作り年賀状

仁風荘で新そば振る舞い

内３保育園の園児が町内の７3歳以上の一人
暮らし高齢者に手作りの年賀状を送りまし

た。これは、町交通安全推進協議会が高齢者の交通
安全と健康を呼びかけるため毎年実施しているも
のです。
　ふたば保育園では12月11日（水）に5歳児が、来
年の干支にちなんで、人気絵本のキャラクターで野
ねずみの「ぐりとぐら」を、折り紙を使って描いた年
賀状を作りました。交通事故にあわず元気で明るく
過ごせますようにと心をこめて作った年賀状は、
132人の一人暮らし高齢者に届けられる予定です。

石田そば道楽の会（阿部榮会長）による打ちたて
茹でたての新そばの振る舞いが12月4日（水）に仁

風荘で行われました。振舞ったそばは、出来たてのおいし
さを味わってもらおうとそば道楽の会のメンバーがこの
日朝早くから打ったもので、仁風荘の利用者のほかデイ
サービスの利用者や職員などに150食のそばが提供され
ました。
　茹でたてのそばが提供されると利用者らは笑顔で味わ
い、会のメンバーは「おいしいですか」、「元気に過ごして
ね」などと声をかけて施設をまわり、利用者をいたわって
いました。

町

大干

自

 税



( 岩ヶ袋 )

(川端･二丁目･本町)

( 川　前 )

( 海　谷 )

( 四日町・横町 )

( 駒　籠 )

( 鷹巣１・鷹巣２)

( 佐田町 ･緑町 ･桂木町 )

( 大　浦 )

( 鷹巣３)

( 次年子 )

( 豊　田 )

( 白　鷺 )

( 仲通・八幡町 )( 庚申町・井出 )

( 東町・曙町 )

( 朝日町・栄町 )( 上ノ原 )

( 小　菅 )

( 来迎寺 )

( 新山寺 )

( 上宿・坂ノ上 )

(　里　)

( 下宿・黒滝 )

(田沢上・田沢下)
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日時・場所 内　　　　　　容
1月 11日㈯
10：30～ 11:00
おはなしコーナー

司書によるおはなし会
図書館でおはなしを楽しみませんか？お子さんも親
御さんも気軽にどうぞ♪

1 月 21日㈫
10：00～ 11:30
大石田町町民交流センター
2階小会議室 1

読書会「『よみたい万葉集』を読む」
○お電話にて前日までお申込みください。
〇指定テキスト『よみたい万葉集』（村田 右富実監
　修、西日本出版社刊）を各自ご用意ください。

1 月の展示
館内特設展示

お正月関連展示・干支「ねずみ」の展示・
成人の日特集展示

行事・展示のおしらせ 図書館Ｑ＆Ａ

主
任
児
童
委
員

〈Ｑ．本を借りる方法は？〉

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日　毎週木曜日・特別整理期間・年末年始（※12月28日（土）～1月4日（土）は休館です）
　　　　　　　《１月の休館日》1日（水）～4日（土）・9日（木）・16日（木）・23日（木）・30日（木）

☎ 35-3877　大石田町町民交流センター「虹のプラザ」内
公式HP http://niji.town.oishida. yamagata.jp/library/ 

まちとしょ
～大石田町立図書館　infomation～

＼ きてけらっしゃい ／

Ａ．最初に利用者登録をしてもらいます。
・図書館カウンターにお申し出ください。
・県内にお住まいか大石田町にお勤めの方
　であればどなたでも登録できます。
・中学生以上の方は、本人確認ができるも
　の（運転免許証・保険証・学生証・生徒
　手帳など）を必ずお持ちください。
　利用者カードを発行しますので、本を借
　りる際に忘れずにご提示ください。
※赤ちゃんから作れます！

―　新着図書からピックアップしてご紹介します　―
今月は、どの 本 を読む？

『巡礼の家』
（天童 荒太著、文藝春秋刊）

『世界を変える100の技術』
（日経 BP 編、日経 BP 刊）

『偉人たちの辞世の句』
（若林 良編、辰巳出版刊）

『じゃない !』
（チョー ヒカル作、フレーベル館刊）

　「あなたには、帰る場所がありますか」。
「お遍路さん」を迎えるための宿「さぎ
のや」の女将との出会い。行く場所も帰
る場所も失った雛歩は、この宿で自らの
生き方と幸せを見つけられるか。

　奈良時代から昭和の戦前期まで、死
の間際まで風雅の気持ちを持ち続けた、
歌人や俳人、作家、僧侶、盗賊、そし
て軍人たち。彼ら彼女らの人生観をあ
らわした至高の辞世の数々を紹介。

　きゅうりだと思ったら、中身はバ
ナナ。みかんだと思ったら、中身は
トマト。固定観念をくつがえす、奇
想天外なたべものの数々。たのしく
てふしぎなたべものえほん。

　テクノロジーは 2020 年五輪も、人々
の体験も、社会のインフラも、ものづくり
やビジネスも変える。各分野を知り尽くし
た日経ＢＰの専門誌編集長３０人が、ブレー
ク必至のテクノロジー 100 件を解説。

※すべて町立図書館蔵書

公式ＨＰから新着図書が見られます

図書館活用講座「野菜づくりのコツと裏ワザ」を開催しました
　１１月２２日（金）に虹のプラザ・リハーサル室で、農山漁村文化協会東北支部の水野隆
史氏と村山総合支庁北村山農業技術普及課の齋藤克哉氏から、野菜作りのコツと裏ワザ
について農文協製作のDVDや雑誌の記事を観ながらお話いただきました。参加者からの
事前の質問についても丁寧に解説をいただき、来春から早速試してみたい、このような講
座にまた参加したいという声をいただきました。

民生委員･児童委員を紹介します
　地域の身近な相談相手である民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、12月4日（水）に役場大会議室で
委嘱状が交付されました。委員の任期は3年間です。
　困っている事や悩んでいる事がある方は、お近くの民生委員・児童委員にご相談ください。

◎皆さんの地域には必ず担当の民生委員・児童委員がいます。　◎民生委員・児童委員は安心し
て相談できるボランティアです。　◎相談内容や秘密は守られます。

大石田地区

亀井田地区

横山地区

全
地
区

井
苅
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子
さ
ん
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さ
ん

羽
賀
　
礼
子
さ
ん

戸
田
　
良
男
さ
ん

安
達
　
良
信
さ
ん

星
川
淡
紅
子
さ
ん

寺
𥔎
　
　
勝
さ
ん

有
川
知
惠
子
さ
ん

阿
部
　
弘
悦
さ
ん

伊
藤
美
津
子
さ
ん

長
沢
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子
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佐
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木
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さ
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阿
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榮
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森
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芦
野
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子
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村
形
　
貞
雄
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村
上
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主
任
児
童
委
員

は
主
に
子
ど
も
の

支
援
活
動
を
行
う

委
員
で
す
。

新しい

※今宿・新町地区および愛宕町・南通
　地区は担当する委員が決まりました
　ら、改めてお知らせします。



毎月1日は「大石田町交通安全行動の日」

家族の健康管理に気をつけて
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死亡事故ゼロ1429日目1月の主な行事予定
（12月15日現在）

●発生件数  13件　（－１件）
●負傷者数  15人　（－８人）
●死亡者数  ０人　（±０人）
　　　　　※（　）は前年比

日曜・休日急患の当番医
1月 診療時間 : 午前8時30分～午後5時

日 行　事　予　定

2㈭
あったまりランド深堀新春もちつき / 午後 2 時
/ あったまりランド深堀
お昼ころには、豊田地区児童による大黒舞・川前ギフチョウ
神楽も披露される予定です。

6 ㈪

仕事始め

大石田町新春祝賀会 / 午前 11 時 / 虹のプラザ中会議室

母子健康手帳交付 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

7 ㈫ 大石田町無災害安全祈願祭 / 午前 11 時 / 役場大会議室

8 ㈬
心配ごと相談 / 午後 1 時 30 分～午後 4 時 / 社会福祉協議会

行政相談 / 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 / 虹のプラザ小会議室

9 ㈭ 年金相談 / 午前 10 時～午後 3 時 / 役場 101 会議室
新庄年金事務所へ事前予約が必要です。℡ 0233-22-2050

11 ㈯ みんなでモッシェおーいしだ盛り上げコンサート
午後 3 時 / 虹のプラザ多目的ホール

12 ㈰ 雪道愛護デー / 午前 8 時 / 町内一円

20 ㈪ 母子健康手帳交付 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

22 ㈬ 無料法律相談（要予約）午後 1 時 30 分～午後 4 時 / 社会福祉協議会

27 ㈪ 農業委員会総会 / 午後 3 時 / 役場大会議室

※都合により日程が変わる場合もありますので、
　事前にお問い合わせください。
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猪
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大石田町の事故発生状況
　　（平成31年1月1日～令和元年12月15日）

地域おこし協力隊コラム

大石田町エトペソラ
　最近、時間の流れの速さに驚いています。気

付けば今年ももうすぐ終わり。新しい年が来ます

ね。

　2020年は子年。私は年女です。12年に一度な

ので、なんとなく特別な感じがしていますが、一

説によると、「他の干支よりも神様に目をかけても

らえる目立つ年」だそうです。ただ、目立つのは

「善い行いも、悪い行いも」ということのようで…。

「ねずみ＝寝ず身」のように、真面目にコツコツ

がんばろうと気を引き締めています。

　そして、年女であると同時に厄年でもある2020

年。科学的根拠はないと言われていますが、実

際に身体の不調や変化を感じやすくなっている

のも事実。今までは多少の疲れも勢いで乗り

切ってきましたが、これからは自分の身体に向き

合う時間も少しとっていきたいと思います。

　町と交わしている地域おこし協力隊の契約は

2020年の3月末まで。いよいよ任期の終了も見え

てきました。ここ最近、「任期後が本当のスタート

だよ」と声をかけていただくことも多く、本当にそ

の通りだと感じています。良いスタートを切って、

また来年「良い年だった」と言えるよう、励んでい

きます。

　協力隊としてはあと僅かですが、

2020年も引き続きどうぞよろしくお

願いいたします！（遠藤）

子どもたちに絵本を
ライオンズクラブが寄付

スポーツ少年団の活動に
県信用組合協会が寄贈

　大石田ライオンズクラブ
（吾妻聡会長）が11月29
日（金）に役場を訪れ、村
岡町長に寄付金を手渡し
ました。これはライオンズ
クラブが開催したチャリ
ティゴルフ大会の善意に
よるもので、寄付金は子
どもたちに絵本をプレゼ
ントする事業に充てられ
ます。
　大変ありがとうござい
ました。

　このたび、山形県信用
組合協会が町スポーツ少
年団に対して、ワイヤレス
アンプを寄贈しました。
11月27日（水）には北郡
信用組合（菅原正俊理事
長）が役場を訪れて目録
を手渡しました。寄贈さ
れたアンプはスポーツ少
年団の練習や大会などの
際に利用されます。
　大変ありがとうござい
ました。

　北村山建設総合組合の髙橋
隆雄大石田地区代表が11月
27日（水）に役場を訪れ、村岡
町長に寄付金を手渡しました。
町の社会福祉のために役立て
てほしいと寄贈いただいたも
のです。
　大変ありがとうございました。

　国士館大学同窓会山形県支
部（本間仁会長）が11月22日

（金）に役場を訪れ、本多教育
長に寄付金を手渡しました。い
ただいた寄付金は学校図書の
充実のために使わせていただ
きます。
　大変ありがとうございました。

横断歩行者を守るのはドライバーの義務!!
止まって渡らせてあげましょう。

町の社会福祉のために
　北村山建設総合組合が寄付

国士舘大学同窓会
　　学校図書充実に寄付金

日 当番医院名 電　話
1日 (水 ) 尾 花 沢 病 院 (23)3637
2日 ( 木 ) 神林内科小児科医院 (35)2202
3日（金） おくやま内科医院 (24)0980
5日（日） 後 藤 医 院 (35)2034
12日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク (35)2021
13日(月) 清 治 医 院 (23)2125
19日(日) 伊 藤 ク リ ニ ッ ク (23)3350
26日（日） 尾花沢市中央診療所 (23)2010
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映
画「
コ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
／
優
し
い
共
犯
」

は
１
月
公
開
で
す
が
、実
は
す
で
に
２
度
観

て
い
ま
す
。監
督
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
あ
た
っ

て
事
前
に
お
借
り
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で一
度
、イ
ン

タ
ビ
ュー
の
日
に
行
わ
れ
た
試
写
会
で
、も
う

一
度
。監
督
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、や
は

り
最
初
に
観
た
と
き
は
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ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質

問
を
考
え
な
が
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
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ま

す
が
、あ
の
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が
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っ
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い
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私
も
映
っ
て
い

ま
し
た
。カ
メ
ラ
の
横
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通
っ
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結
構
し
っ
か

り
映
っ
て
い
ま
す
）、こ
こ
は
ど
こ
だ
ろ
う
、な

ど
に
ど
う
し
て
も
気
を
取
ら
れ
ま
し
た
。特

に
注
意
が
必
要
と
い
う
か
、エ
キ
ス
ト
ラ
ば
か

り
見
て
し
ま
う
の
が
そ
ば
屋
の
客
席
の
シ
ー

ン
で
、ほ
と
ん
ど
役
者
が
目
に
入
り
ま
せ
ん
。

２
度
目
に
映
画
館
で
観
た
と
き
に
、や
っ
と

じ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま

し
た
。大
石
田
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
って

い
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
観
て
も
ら
い
た
い
映

画
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
）
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発
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江
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㈱

2019／
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広
報

楽
が
き
帳

町の人口　令和元年12月1日現在

世帯数 2,340 戸 （± 0）

総人口 6,951 人 （－ 8）

男 3,416 人 （－ 4）

女 3,535 人 （－ 4）

（11月中の異動）

出生   2 人  転入 15 人

死亡 　8 人 転出 17 人
※この数字は外国人数も含めた数字です。

～
お
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い
し
だ
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と
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が
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た
け
ど
⑥
～

　

昔
、小
平
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ら
川
前
に
行
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途
中
、崖が
け
の
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を
、ず
ん
つ
ぁ
と
ば
ん
つ
ぁ
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へ
ら
へ
ら
と
し
ゃ
ぐ
す
で
掘
っ
た
と
い
う
所
に
六
地
蔵
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た
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だ
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。

　

あ
る
年
の
寒
い
日
、雪
降
っ
ど
町
ま
で
い
が
ん
な
ぐ
な
っ
さ
げ
、小
平
の
ず

ん
つ
ぁ
、正
月
の
米
買
い
に
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か
け
た
ん
だ
け
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来
た
ら
、六
地
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ま
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つ
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に
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っ
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冷
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っ
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に
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だ
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ど
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っ
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。

　

ほ
う
し
て
、帰
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に
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さ
ま
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せ
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た
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だ
ど
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手
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。

　

家
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って
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て
、今
日
の
ご
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が
せ
だ
ら
、ば
ん

つ
ぁ

「
は
い
ず
は
、い
い
ご
と
し
た
な
あ
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って
言
う
て
、

「
今
夜
は
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油
た
ら
し
た
湯
で
も
、味
噌
と
が
し
た
湯
で
も
飲
ん
で
、寝
っ

べ
、寝
っべ
。」

って
、そ
の
夜
は
早
く
寝
で
し
ま
っ
た
ん
だ
け
ど
。

　

夜
中
、寝
っ
た
だ
ら
ば
、な
に
や
ら
遠
く
の
方
が
ら
、に
ん
ぎ
ゃ
が
な
音
が

聞
こ
え
で
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た
ん
だ
ど
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つ
ぁ
と
ば
ん
つ
ぁ
、最
初
、何
だ
べ
と
不
思
議

に
思
って
い
だ
ら
、お
の
音
だ
ん
だ
ん
大
っ
け
ぐ
な
って
き
て
、お
っ
か
な
ぐ
な
っ

て
き
た
ん
だ
け
ど
。目
ぎ
っつ
ぐ
し
て
、布
団
か
ぶって
い
だ
れ
ば
、

「
ず
ん
つ
ぁ
な
家
は
ど
ご
だ
べ
な
。ば
ん
つ
ぁ
な
家
は
ど
ご
だ
べ
な
。」

　
って
歌
い
な
が
ら
、ず
ん
ず
ん
近
く
な
って
く
る
ん
だ
ど
。

ず
ん
つ
ぁ
と
ば
ん
つ
ぁ
は
、お
っ
か
な
く
て
、お
っ
か
な
く
て
、ぶ
る
ぶ
る
ふ
る

え
て
い
だ
ん
だ
け
ど
。

「
こ
の
夜よ

る

よ
中
、何
事
だ
べ
、誰
だ
べ
。」

「
お
ら
家え

さ
来
た
な
、ん
ね
が
。」

床
か
ら
起
き
て
外
さ
出
は
て
、わ
ら
わ
ら
家
の
か
げ
さ
隠か

ぐ
っ
で
い
だ
ん
だ
ど
。

し
た
れ
ば
、何
が
か
つい
だ
り
、背し

ょ負
っ
た
り
し
た
人
だ
来
て
、

「
こ
こ
だ
、こ
こ
だ
。」

ド
ダ
ッ
て
大
っ
け
な
音
さ
せ
で
、家
の
前
さ
、何
か
置
い
で
いっ
た
ん
だ
ど
。

　

し
ば
ら
く
し
て
音
も
し
な
ぐ
な
っ
た
の
で
、ず
ん
つ
ぁ
と
ば
ん
つ
ぁ
、お
そ
る

お
そ
る
出
で
っ
て
み
っ
ど
、ほ
っ
か
む
り
し
た
地
蔵
さ
ま
先
に
な
っ
て
、笠
か

ぶっ
た
地
蔵
さ
ま
達
後
に
な
って
、帰
って
い
ぐ
ど
こ
ろ
だ
っ
け
ど
。家
の
前
、見

で
み
っ
ど
、た
ま
げ
た
、た
ま
げ
た
、米
俵
や
ら
銭
や
ら
、た
ん
と
置
い
で
あ
っ

た
ん
だ
ど
。お
か
げ
で
、ず
ん
つ
ぁ
と
ば
ん
つ
ぁ
、そ
れ
か
ら
は
裕
福
に
、い
い
暮

ら
し
出
来
た
ん
だ
ど
。

　

そ
の
話
聞
い
だ
隣
の
欲
た
が
り
ず
さ
ま
、む
り
や
り
地
蔵
さ
ま
さ
笠
か
ぶ

せ
た
り
、汚
っ
だ
手
ぬ
ぐ
い
か
ぶ
せ
だ
り
し
て
、ま
ね
ご
と
し
た
げ
ん
と
ん
、う

ま
ぐ
い
が
ね
け
ど
。や
っ
ぱ
す
、欲
た
が
て
人
の
ま
ね
ご
と
し
て
も
、だ
め
な

も
ん
だ
ど
。

ど
ん
ぴ
ん
す
か
ん
こ
ね
ぇっ
け
ど
。

○
出
典『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』

（
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会
編
集・発
行
、

　

二
〇
一九
年
、町
立
図
書
館
蔵
）

　

貧
し
く
と
も
欲
を
も
た
な
い
優
し
い
じ
い
さ
ま
の
も
と
に
、地
蔵
さ
ま
が

福
を
も
た
ら
す「
笠
地
蔵
」の
お
話
が
大
石
田
に
も
あ
り
ま
す
。年
越
し
の

夜
に
神
様
が
や
っ
て
く
る
信
仰
に
由
来
す
る
話
で
、地
蔵
さ
ま
が
歌
い
な
が

ら
連
な
って
や
って
く
る
様
子
は
な
ん
と
も
賑
や
か
で
す
。

　

雪
の
日
の
雨
風
の
冷
た
さ
や
地
蔵
さ
ま
が
雪
を
踏
み
し
め
る
音
な
ど

冬
の
様
子
が
描
か
れ
た
、雪
深
い
山
形
に
馴
染
み
深
い
お
話
で
す
。

川か
わ
ま
え前
の
六ろ
く
じ
ぞ
う

地
蔵


